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今
年
に
入
り
日
本
全
国
に

お
い
て
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台

風
に
よ
る
雨
で
の
災
害
が
発

生
し
、
多
く
の
方
が
亡
く
な

り
、
又
行
方
不
明
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
町
は
、

幸
い
大
き
な
災
害
も
な
く
、

住
み
良
い
町
で
大
丈
夫
で
あ

る
が
、
池
田
山
に
は
多
く
の

倒
木
が
あ
る
の
で
、
大
き
な

自
然
災
害
が
来
る
時
に
備
え

る
た
め
に
、
そ
の
倒
木
の
調

査
を
す
る
の
か
。

町
　
長

高
齢
化
が
進
み
世
代
交

代
の
時
期
が
来
て
お
り
、
山

の
下
刈
り
も
さ
れ
な
い
状
況

の
中
で
、
山
が
荒
れ
て
い
る

の
も
実
態
で
あ
り
ま
す
。

池
田
山
の
53
％
が
人
工

一　般　質　問

野原　智　議員

災害状況　大津谷

池田町における
　　自然災害への備えについて

林
で
あ
り
、
10
年
前
か
ら
広

葉
樹
、
実
の
な
る
木
を
植
え

て
い
ま
す
。

森
林
組
合
や
生
産
森
林

組
合
の
皆
さ
ん
方
で
、
地
域

の
自
分
の
山
を
見
守
っ
て
頂

き
、
情
報
管
理
し
、
今
後
も

災
害
に
強
い
山
作
り
に
努
め

て
い
く
。

池
田
町
は
、
町
内
の
危
険

箇
所
を
把
握
し
、
ど
の
よ
う

に
し
て
県
や
国
に
要
望
し
て

い
る
の
か
。

町
　
長

池
田
町
と
し
て
は
、
被

害
が
出
た
時
に
は
、
報
告
し

要
望
し
て
い
る
。

毎
年
６
月
に
県
へ
要
望

し
、
後
日
に
担
当
者
に
は
、

立
ち
会
っ
て
頂
い
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
、
危
険
箇

所
の
改
修
に
予
算
を
つ
け
て

も
ら
い
、
改
修
を
進
め
て
い

き
た
い
。

池
田
町
地
域
防
災
計
画
の

中
に
は
、
災
害
協
定
締
結
者

が
あ
り
、
多
く
の
業
種
の
方
々

と
協
定
を
結
ん
で
い
る
が
、

締
結
者
間
で
の
意
見
を
交
換

す
る
場
を
、
町
と
し
て
持
っ

て
い
る
の
か
。

町
　
長

締
結
者
間
で
意
見
交
換

す
る
と
い
う
返
事
は
、
頂
い

て
い
な
い
が
、
災
害
協
定
締

結
者
は
、
随
時
見
直
し
て
い

ま
す
。

お
互
い
住
民
の
皆
さ
ん

が
、
自
助
の
部
分
で
や
っ
て

い
く
部
分
・
共
助
・
公
助
と

い
う
の
が
あ
る
の
で
、
住
民

と
一
緒
に
や
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

市町村議会議員セミナー
　平成２９年８月７日に、県民ふれあい会館で、市町村
議会議員セミナーが、関西学院大学大学院　石原俊彦ビ
ジネススクール教授を講師として開かれました。
　講演内容は、「自治体における内部統制の構築」であり、
内部統制の目的は、業務の有効性及び効率性、財務報告
の信頼性、資産の保全、法令等の遵守の４つが挙げられ、
目的別に、地方公共団体に関わる意義を考えていく必要
がある。と述べられました。
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